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わたしたちわたしたちののまちまちのの予算予算
当初予算額は、一般会計・特別会計・事業会計を合わせ当初予算額は、一般会計・特別会計・事業会計を合わせ
211億円211億円　　前年度より9億円（4.6％）増加前年度より9億円（4.6％）増加

　一般会計は、朝日地区統合保
育所や朝日児童センターの建
設など公共施設整備の増によ
り、前年度と比べて13億50万円
（10.6％）の増加となっています。

一般会計　135億円

　特別会計は、国民健康保険事
業で保険財政安定化のための制
度改正などにより、前年度と比
べて5,237万5千円（0.8％）の増
加となっています。

特別会計　68億円

　事業会計は、織田病院の原子
力災害対策施設整備の減などに
より、前年度と比べて4億2,975
万1千円（33.6％）の減少となっ
ています。

事業会計　8億円

　歳入のうち町税などの「自主財源」で
まかなわれているのは3割弱です。
　7割強は国から交付される地方交付
税、各事業費に充てる国庫支出金・県支
出金、将来世代の負担となる町債（借金）
などの「依存財源」となっています。

　職員給与などの人件費、児童手当など
の扶助費、町債（借金）返済の公債費を
合わせた「義務的経費」が歳出全体の4
割強を占めています。
　残り6割弱は、公共施設・道路の整備
などの「投資的経費」と各種団体補助金・
一部事務組合負担金などの補助費等、事
務費・公共施設管理費などの物件費を合
わせた「その他の経費」となっています。

　高齢者・障がい者福祉・子育て支援などの「民生費」が約3割、町債（借金）返済の「公債費」、コミュニティセ
ンター・公共交通・防犯などの「総務費」、小中学校教育・社会教育・スポーツ振興などの「教育費」がそれぞれ約1
割を占めています。

会　　計　　名 平成27年度予算額
①

平成26年度予算額
②

増　減　額
①－②

増減率
（①－②）／②

一　般　会　計 135億2,000万円 122億1,950万円 13億50万円 10.6％

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国民健康保険事業 24億9,337万4千円 22億8,616万7千円 2億720万7千円 9.1％

介 護 保 険 事 業 24億631万7千円 23億5,776万5千円 4,855万2千円 2.1％

後期高齢者医療事業 2億2,953万8千円 2億5,502万2千円 ▲2,548万4千円 ▲10.0％

簡 易 水 道 事 業 4億2,513万2千円 4億5,465万2千円 ▲2,952万円 ▲6.5％

公 共 下 水 道 事 業 7億9,308万7千円 7億9,544万4千円 ▲235万7千円 ▲0.3％

集 落 排 水 事 業 3億3,831万9千円 3億4,520万8千円 ▲688万9千円 ▲2.0％

温 泉 事 業 1,501万1千円 1,431万円 70万1千円 4.9％

農林漁業体験実習館事業 2,850万2千円 2,946万円 ▲95万8千円 ▲3.3％

土 地 区 画整理事業 5,600万2千円 1億9,487万9千円 ▲1億3,887万7千円 ▲71.3％

小　　　　　計 67億8,528万2千円 67億3,290万7千円 5,237万5千円 0.8％

事
業
会
計

上 水 道 事 業 4億718万6千円 4億3,514万8千円 ▲2,796万2千円 ▲6.4％

国民健康保険病院事業 4億4,128万5千円 8億4,307万4千円 ▲4億178万9千円 ▲47.7％

小　　　　　計 8億4,847万1千円 12億7,822万2千円 ▲4億2,975万1千円 ▲33.6％

合　　　　　計 211億5,375万3千円 202億3,062万9千円 9億2,312万4千円 4.6％

平成２7年度
当初予算

歳  入

歳  出

予　算　規　模

一般会計予算

【目的別】

【性質別】

民　生　費
高齢者・障がい者福祉、
子育て支援などに

41億5,916万7千円

公　債　費
町債（借金）の
返済に

17億6,870万8千円

総　務　費
コミュニティセンター、
公共交通、防犯などに

13億6,935万1千円

土　木　費
道路・河川改良、
住宅管理などに

11億8,235万2千円

教　育　費
小・中学校教育、社会教育、
スポーツ振興などに

13億3,943万1千円

衛　生　費
健康づくり、母子健診、
ごみ処理などに

9億5,484万5千円

農林水産業費
主要作物の振興、農道・
林道整備、漁港改良などに

10億7,019万円

商　工　費
商工業・観光振興

などに

7億5,979万8千円

消　防　費
消防・防災対策などに

7億75万4千円

そ　の　他
議会運営、基金積立

などに

2億1,540万4千円

歳  出
135億2,000万円
歳  出

135億2,000万円

人件費
21億1,424万3千円
（15.6%）

人件費
21億1,424万3千円
（15.6%）

扶助費
17億7,668万3千円
（13.1%）

扶助費
17億7,668万3千円
（13.1%）

公債費
17億6,870万8千円
（13.1%）

公債費
17億6,870万8千円
（13.1%）

義務的経費
56億5,963万4千円
（41.8%）

義務的経費
56億5,963万4千円
（41.8%）

投資的経費
23億845万2千円
（17.1%）

投資的経費
23億845万2千円
（17.1%）

その他の経費
55億5,191万4千円
（41.1%）

その他の経費
55億5,191万4千円
（41.1%）物件費

15億6,178万3千円
（11.5%）

物件費
15億6,178万3千円
（11.5%）

補助費等
22億2,080万2千円
（16.4%）

補助費等
22億2,080万2千円
（16.4%）

普通建設事業費
23億845万2千円
（17.1%）

普通建設事業費
23億845万2千円
（17.1%）

繰出金
14億23万8千円
（10.4%）

繰出金
14億23万8千円
（10.4%）

予備費  1,000万円（0.1%）予備費  1,000万円（0.1%）
貸付金  4,160万円（0.3%）貸付金  4,160万円（0.3%）積立金

1億7,170万6千円（1.3%）
積立金
1億7,170万6千円（1.3%）

維持補修費
1億4,578万5千円（1.1%）
維持補修費
1億4,578万5千円（1.1%）

歳  入
135億2,000万円
歳  入

135億2,000万円

町税
22億610万4千円
（16.3%）

町税
22億610万4千円
（16.3%）

自主財源
36億2,273万9千円
（26.8%）

自主財源
36億2,273万9千円
（26.8%）

依存財源
98億9,726万1千円
（73.2%）

依存財源
98億9,726万1千円
（73.2%）

地方交付税
56億円
（41.4%）

地方交付税
56億円
（41.4%）

分担金及び負担金
2億9,372万6千円（2.2%）
分担金及び負担金
2億9,372万6千円（2.2%）

諸収入
1億3,686万1千円（1.0%）
諸収入
1億3,686万1千円（1.0%）

繰入金
7億1,297万4千円（5.3%）
繰入金
7億1,297万4千円（5.3%）

財産収入
1億981万9千円（0.8%）
財産収入
1億981万9千円（0.8%）

使用料及び手数料
8,225万4千円（0.6%）
使用料及び手数料
8,225万4千円（0.6%）

繰越金  8,000万円（0.6%）繰越金  8,000万円（0.6%）

寄附金  100万1千円（0.0%）寄附金  100万1千円（0.0%）

地方譲与税
1億300万円（0.8%）
地方譲与税
1億300万円（0.8%）
地方消費税交付金
3億6,000万円（2.7%）
地方消費税交付金
3億6,000万円（2.7%）

株式等譲渡所得割交付金
1,100万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金
170万円（0.0%）
配当割交付金
2,100万円（0.2%）
地方特例交付金
700万円（0.0%）
利子割交付金
500万円（0.0%）
自動車取得税交付金
1,600万円（0.1%）

株式等譲渡所得割交付金
1,100万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金
170万円（0.0%）
配当割交付金
2,100万円（0.2%）
地方特例交付金
700万円（0.0%）
利子割交付金
500万円（0.0%）
自動車取得税交付金
1,600万円（0.1%）

国庫支出金
9億3,151万5千円
（6.9%）

国庫支出金
9億3,151万5千円
（6.9%）

県支出金
10億8,684万6千円

（8.0%）

県支出金
10億8,684万6千円

（8.0%）
町債

17億5,420万円
（13.0%）

町債
17億5,420万円
（13.0%）

（  ）は構成比

　平成27年度は、合併10周年の節目を越えた最初の年であり、人口減少の克服と「ふるさと越前」の創生に向けて、
まちづくりを力強く前進させる年です。
　平成27年度予算は、越前町の未来を育

はぐく

む予算とし、越前町の明日に向けて投資する積極型予算となっています。

（  ）は構成比（  ）は構成比
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【消費喚起・生活支援事業】
▶低所得者支援商品券の給付
 臨時福祉給付金対象者に3,000円の商品券
を給付します。

▶プレミアム付商品券の発行
 30％のプレミアムを付けた商品券を（13,000
円の商品券を10,000円で）販売します。

▶子育て支援プレミアム付商品券の発行
 児童手当受給者世帯にプレミアム付商品
券を1,000円引きで購入できるクーポン券
を発行します。

▶ふるさと旅行券の発行
 町外の旅行者に町内の宿泊施設で利用で
きる10,000円の旅行券を5,000円で販売し
ます。

【ふるさと越前創生事業】
▶人口ビジョン・総合戦略の策定
 人口の将来展望や人口減少対策の施策をまとめた計画を策定します。
▶結婚の支援
 結婚した人に結婚祝品として商品券を交付します。結婚と定住に至
るお世話をした人に縁結び奨励金を交付します。

▶越前焼の販路拡大
 米国において越前焼を展示販売し、国外に向けて PRします。
▶企業立地の促進
 町内に工場などを設置しようとする企業の土地取得造成費・建物建
設費・機械設備設置費を支援します。

▶観光ホームページの作成
 利用者・観光客にとってわかりやすい越前町観光連盟の観光ホーム
ページを作成します。

▶UIJターンの促進
 県内外のトップアスリートの町への移住と県内企業への就職を支援
します。

　「観光立町」を目指し、道の駅「越前」を核とした観光
客の誘客拡大により、観光産業を育成し、越前ブランド
を活かした賑わいのある観光の活性化を図ります。

　朝日中央・朝日北保育所の朝日地区統合保育所と朝
日児童センターの整備や、第3子以降の保育料の小学校
入学前までの無料化などにより、笑顔で安心して子ど
もを産み育てられる子育て支援の充実を図ります。

※「主な事業」は、5月号でお知らせします。

平成２6年度
3月補正予算

重　点　施　策

観光産業の育成

教育の充実子育て支援の充実

農林水産業・商工業の担い手の育成

国の経済対策に伴う次の事業が計上され、
平成27年度に繰り越して実施されます。

昨年オープンした 道の駅　「越前」

朝日地区統合保育所と朝日児童センター 完成予想図

越前がにミュージアム

わたしたちのまちの予算を家計にたとえたらわたしたちのまちの予算を家計にたとえたら

越前さんちの家計簿
平成27年度一般会計予算の歳入と歳出を1,000分の1にし、1年間の家計にたとえると、

221万円の年収で、175万円の借金をして、
1年間の家計を成り立たせていることになります。

①給料 221万円
町税（町民税や固定資産税など皆さんが納めた税金）

前年度より増加 〔前年度比　6万円の増〕

①生活費 590万円
人件費（各種委員の報酬や職員給与に係るお金）
物件費（施設の管理費や事業の委託料）
補助費等（団体などに対する負担金や補助金）

鯖江・丹生消防組合分担金、鯖江広域衛生施設
組合負担金、管理公社運営補助金、越前町観
光連盟補助金など  〔前年度比　16万円の増〕

③貯金の取崩し 71万円
繰入金（町が積み立てているお金（基金）の取崩し）

財政調整基金からの繰入金が前年度より増加
〔前年度比　40万円の増〕

③借金返済金 177万円
公債費（町債の元金・利子の支払いに係るお金）

前年度より減少 〔前年度比　8万円の減〕

⑤修繕費 14万円
維持補修費（施設の修繕に係るお金）

前年度より増加 〔前年度比　3万円の増〕

⑦貯金 17万円
積立金（将来のために基金に積み立てるお金）

前年度より増加 〔前年度比　12万円の増〕

⑧知人への貸付 4万円
貸付金（団体などに貸し付けるお金）

前年度と同額

⑨予備 1万円
予備費

前年度と同額

④前年度の残金 8万円
繰越金（前年度決算の繰越金）

前年度と同額

④家の新増築や家財などの購入費 231万円
普通建設事業費（施設や道路などの新設・改良や大規模
な設備の購入に係るお金）

朝日地区統合保育所建設事業費、朝日児童セン
ター建設事業費、防災行政無線整備事業費など

〔前年度比　118万円の増〕

小計（A）　自主財源 362万円

小計（B）　依存財源 990万円

収入合計 （A）＋（B） 1,352万円 支出合計 1,352万円

②財産・臨時収入 62万円
使用料（町の施設や設備の利用料など）、負担金（町の
事業で利便を受ける人が負担するお金）、諸収入（貸付
金の元利収入や団体・個人からの負担金など）
財産収入（町の土地などの売却代金）、寄附金（個人や
団体から寄付されるお金）

使用料、負担金、諸収入が前年度より減少
〔前年度比　7万円の減〕

②医療費 178万円
扶助費（高齢者や障がい者、子どもの福祉などに係るお金）

障害福祉サービス費、子ども医療費、
児童手当 〔前年度比　9万円の減〕

⑤支援金 815万円
地方交付税（財源不足に対して国から交付されるお金）､
国県からの補助金（法律などに基づく交付金や事業の実
施に対する補助金）

地方交付税は前年度より減少
国県からの補助金は前年度より増加

〔前年度比　21万円の増〕

⑥子どもへの仕送り 140万円
繰出金（特別会計や事業会計に支出されるお金）

国民健康保険事業ほか7特別会計への繰出金、
上水道事業会計と国民健康保険病院事業会計
への負担金 〔前年度比　2万円の減〕

⑥借金 175万円
　町債（銀行などからの借金）

朝日地区統合保育所建設事業、朝日児童セン
ター建設事業、防災行政無線整備事業などの
事業にあてる借金 〔前年度比　70万円の増〕

収　入 支　出

　中高一貫教育の充実・学力向上の指導・いじめ不登校
問題の対応や、複式学級の解消・学校生活の支援、きめ細
やかな教育相談などにより、未来を担う創造力豊かな人
材が育つ教育の充実
を図ります。
　小中学校体育館な
どの吊り天井や照明
の落下を防止する改
修を行い、地震に対
する児童生徒の安全
を確保します。

　漁業の人材育成と観光の振興のため越前がにミュー
ジアムの改修や、農林業の担い手と商工業の起業・創業
支援により、将来にわたって引き継いでいける農林水産
業・商工業の担い手の育成を図ります。

吊り天井となっている朝日小学校体育館



T
O
P
I
C
S

え
ち
ぜ
ん

広報えちぜん 6平成27年４月号7 広報えちぜん
平成27年４月号

　

2
月
25
日
、
能
楽
大
倉
流
大
鼓
方
で
国
の

重
要
無
形
文
化
財
総
合
認
定
保
持
者
の
大
倉

正
之
助
さ
ん
と
、
東
京
や
関
西
の
大
学
生
ら

計
5
人
が
、
内
藤
町
長
、
安
井
議
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。
大
倉
さ
ん
は
、
米
の
ブ
ラ

ン
ド
化
な
ど
に
取
り
組
む
「
奥
糸
生
元
気

な
里
山
会
」
が
作
る
「
奥
糸
生
米
」
を
き
っ

か
け
に
、
学
生
た
ち
に
米
や
農
業
に
触
れ
て

も
ら
い
た
い
と
、
今
回
の
訪
問
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
奥
糸
生
多
目
的
集
会
施
設
で
、

里
山
会
の
取
組
み
を
学
び
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
、
役
場
で
、
自
衛
隊
に

入
隊
を
予
定
し
て
い
る
２
人
の
激
励

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

激
励
会
で
は
記
念
品
の
贈
呈
後
、

入
隊
予
定
者
が
自
衛
隊
へ
の
入
隊
に

あ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負
を
述
べ
、

入
隊
に
向
け
て
の
決
意
の
固
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

○
入
隊
予
定
者

　

齋
藤　

達
也
さ
ん
（
金　

谷
）

　

木
下　

允
喬
さ
ん
（
気
比
庄
）

　

2
月
25
日
、
鯖
江
市
嚮
陽
会
館
で
、
第
33
回
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
子
ど
も
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し
て
、
鯖
江

交
通
安
全
協
会
が
越
前
町
と
鯖
江
市
の
小
学
5
年
生
と
中
学
2
年
生
を
対
象
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

33
回
目
の
今
回
は
１
，０
６
３
点
の
応
募
が
あ
り
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
11
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

奥
糸
生
米
を
通
じ
て
交
流

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
を
激
励
し
ま
し
た

小
・
中
学
校
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

4月1日から役場の組織が変わりました4月1日から役場の組織が変わりました！！
　町では人口減少と高齢化という現在直面する課題に適切に対応するため、また多様化する諸課題
に対してスケールメリットを活かした効率的、効果的な事務事業の執行を図るため、平成27年4月
1日から行政組織を改めました。

新設および課名が変更になった課・室
主な業務と担当課の変更

【越前町教育長賞】
朝日小学校5年
谷本  智香さん

【越前町長賞】
宮崎小学校5年  上野  楓花さん

【鯖江交通安全協会長賞】
糸生小学校5年  田中  来実さん

【越前町教育長賞】
織田中学校2年
林  涼香さん

▲齋藤達也さん（左から2番目）、木下允喬さん（中央）
が新しくなりました。

※織田保健福祉センター内にありました、健康増進室・地域包括支援センターの業務はすべて本庁の健康保険課へ移管しました。

総　務　課

町長公室
☎34‒8728☎34 8728

企画財政課

地域創生室
☎34‒8714☎34 8714

商工観光課

就労支援室
☎34‒8705☎34 8705

定住促進課
☎34‒8727☎34 8727

福　祉　課
☎34‒8725☎34 8725

住民環境課
☎34‒8708

男女共同参画・人権室
☎34‒8715☎34 8715

☎34 8708

業　　務　　内　　容 3月31日まで 4月1日から

町長の特命事項および秘書用務に関すること 総 務 課 町 長 公 室

町総合計画等、各種計画に関すること まちづくり課 地域創生室

住民票、戸籍、印鑑登録に関すること
住 民 課

住民環境課

埋火葬の許可および臨時運行に関すること

犬の登録、狂犬病予防接種に関すること

保健衛生課各種ごみに関する申請・補助に関すること

太陽光発電補助金申請に関すること

男女共同参画の施策企画、意識啓発に関す
ること

男 女 共 同
参 画 室 男 女 共 同

参画・人権室
人権擁護委員および更生保護に関すること 社 会 福 祉

支 援 室

高齢者福祉に関すること 高齢福祉課

福 祉 課

保育所、児童館、子育て支援センターに関
すること 子育て支援課
子どもに係る各種手当や助成に関すること

生活保護に関すること

社会福祉支援室
戦傷病者、戦没者援護に関すること

身体・知的・精神障害者福祉に関すること

障害者福祉医療費に関すること

国民健康保険（資格・給付）に関すること
住 民 課

健康保険課

国民年金に関すること

介護保険に関すること
高齢福祉課

後期高齢者医療に関すること

養育医療給付申請に関すること 保健衛生課

妊娠届の申請、母子手帳の発行に関すること
健康増進室

各種健診、予防接種に関すること

労働行政および雇用対策に関すること
商工観光課

就労支援室UIJ ターン者の就労支援に関すること

農林水産業の担い手確保に関すること 農林水産課

都市計画に関すること

住宅政策室
定住促進課

屋外広告物、開発許可申請に関すること

町営住宅、宅地および住居に関すること

空き家対策に関すること まちづくり課
・防災安全課

健康保険課
☎34‒8710

地域包括支援センター
☎34‒8729

☎34 8710

☎34 8729
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2
月
12
日
、
県
庁
で
伝
統
的
民
家
群
保
存
活
用
推
進
地
区
の
認
定
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、

宮
崎
地
区
の
江
波
3
区
が
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
地
区
は
、
福
井
県
の
伝
統

的
民
家
に
認
定
さ
れ
て
い
る
区

域
で
、
宮
崎
小
学
校
か
ら
観
る

こ
と
が
で
き
る
「
切
り
妻
屋
根

群
」
が
印
象
的
な
地
区
で
す
。

　

今
年
か
ら
、
推
進
地
区
内
で

は
、
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
の
作
成

や
、
植
栽
活
動
な
ど
の
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

2
月
12
日
、
県
庁
で
、
福
井
ふ
る
さ
と
百
景
活
動
団
体
の
認
定
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
県

花
で
あ
り
町
の
花
で
も
あ
る
越
前
水
仙
や
越
前
海
岸
の
保
全
団
体
と
し
て
「
上
岬
地
区
を
良

く
す
る
会
」
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
井
ふ
る
さ
と
百
景
と
は
、
福
井
の
美
し
い
景
観
を
県
内
外
に
発
信
し
、
ふ
る
さ
と
に
誇

り
と
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
県
民
共
有
の
美
し
い
財
産
で
あ
る
景
観
を
守
り
育

て
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
福
井
県
内
で
１
０
０
か
所
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
今
年
度
の
活
動
と
し
て
、
上
岬
地
区
内
（
玉
川
区
・
血
ヶ
平
区
・
左
右
区
・
梨
子
ヶ

平
区
）
の
歴
史
や
文
化
を
観
光

客
に
紹
介
す
る
た
め
の
勉
強
会

や
地
区
内
か
ら
の
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
創
出
お
よ
び

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

観
光
客
に
満
足
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
越
前
焼
の
手
作
り
あ
ん

ど
ん
に
よ
る
夜
間
景
観
の
演
出

に
取
り
組
み
ま
す
。

「
上
岬
地
区
を
良
く
す
る
会
」が

福
井
ふ
る
さ
と
百
景
活
動
団
体
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

▲ 江波大区長の片山さん（右）
と、推進活動を行う第二寿会
長の坂下さん（左）

▲ 福井ふるさと百景活動団体 認定書

▲ 知事から認定書を受けました

▲知事から認定書を受けました

　

第
39
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
応
募
総
数
75
点
の

作
品
の
中
か
ら
、写
真
部
門
で
は
坂
井
佳
代
子
さ
ん
（
福
井
市
）
の
「
異
国
の
祭
楽
し
む
」
が
、

ポ
ス
タ
ー
部
門
で
は
西
川
嘉
夫
さ
ん
（
滋
賀
県
長
浜
市
）
の
「
幸
若
太
鼓
」
が
越
前
町
長
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

《
写
真
部
門
》 （
敬
称
略
）

【
推
薦
】　

越
前
町
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　

坂
井
佳
代
子
（
福
井
市
）

【
特
選
】　

あ
さ
ひ
ま
つ
り
実
行
委
員
長
賞　

山
岸　

哲
夫
（
越
前
市
）

　
　
　
　

越
前
町
商
工
会
長
賞　
　
　
　
　

萩
原　

盛
衛
（
鯖
江
市
）

　
　
　
　

越
前
町
朝
日
観
光
協
会
長
賞　
　

西
川　

嘉
夫
（
滋
賀
県
長
浜
市
）

　
　
　
　

福
井
県
カ
メ
ラ
商
組
合
長
賞　
　

渡
辺　

修
一
（
鯖
江
市
）

　
　
　
　

福
井
新
聞
社
賞　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

昌
亨
（
大
野
市
）

【
入
選
】　

嵐　
　

清
市
（
越
前
町
広
野
）　 

坂
井　

敬
治
（
福
井
市
）

　
　
　
　

江
守　

伸
二
（
福
井
市
）　　
　

 

髙
橋　

豊
子
（
鯖
江
市
）

　
　
　
　

金
丸　
　

隆
（
坂
井
市
）　　
　

 

永
田
都
志
雄
（
福
井
市
）

　
　
　
　

小
島
英
一
郎
（
坂
井
市
）　　
　

 

西
川　

正
三
（
滋
賀
県
長
浜
市
）

　
　
　
　

小
林　

利
秋
（
福
井
市
）　　
　

 

山
本　

紀
夫
（
滋
賀
県
長
浜
市
）　

《
ポ
ス
タ
ー
部
門
》 （
敬
称
略
）

【
推
薦
】　

越
前
町
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　

西
川　

嘉
夫
（
滋
賀
県
長
浜
市
）

【
特
選
】　

あ
さ
ひ
ま
つ
り
実
行
委
員
長
賞　

前
田　

繁
雄
（
福
井
市
）

　
　
　
　

福
井
新
聞
社
賞　
　
　
　
　
　
　

前
田
由
加
里
（
福
井
市
）

【
入
選
】　

小
林　

利
秋
（
福
井
市
）

 

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念

「
第
39
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」 

入
賞
者
発
表

　

3
月
14
日
・
15
日
、
道
の
駅
越
前
で

2
回
目
と
な
る
「
越
前
か
に
感
謝
祭
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

か
に
供
養
祭
で
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の

越
前
が
に
の
漁
獲
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
来
シ
ー
ズ
ン
の
豊
漁
を
祈
願
し
た

後
、
訪
れ
た
来
場
者
に
感
謝
の
も
ち
ま

き
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
越
前
が
に
を
始
め
、

新
鮮
な
魚
介
類
を
中
心
に
、
旬
の
特
産

品
を
揃
え
た
即
売
ブ
ー
ス
や
、
グ
ル
メ

屋
台
な
ど
が
あ
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
最

後
の
越
前
が
に
を
求
め
、
県
内
外
か
ら

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

第
2
回
越
前
か
に
感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

江
波
3
区
が
伝
統
的
民
家
群
保
存
活
用
推
進
地
区
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

　

乙
坂
区
で
は
、
平
成
26
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
）

の
助
成
を
受
け
て
、
木
造
平
屋
建
て

（
２
５
０
．９
７
㎡
）「
乙
坂
自
治
会
館
」

を
建
設
し
ま
し
た
。完
成
し
た
会
館
は
、

約
70
帖
も
の
多
目
的
ホ
ー
ル
や
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
こ
と
で
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽
に
利
用

で
き
る
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
会
館
は
地
域
交
流
の
拠

点
と
し
て
地
区
住
民
に
活
用
さ
れ
、
地

域
の
発
展
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

3
月
8
日
、
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動
場
体
育

館
で
開
か
れ
た
大
会
に
、
福
井
県
代
表
の
「
戦
酔
漢 

女
志

会
」チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
越
前
町
か
ら
河
合
淳
子
さ
ん（
円

満
）、
山
本
和
代
さ
ん
（
江
波
）、
小
仲
ち
づ
る
さ
ん
（
新
保
）

の
3
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
予
選
リ
ー
グ
を
6
勝
1
敗
の
2
位
で
通
過
し
ま

し
た
が
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
東
京
代
表
に
善
戦
す

る
も
1
対
2
で
惜
敗
し
、
ベ
ス
ト
16
で
し
た
。

　

男
子
で
も
笹
下
弘
毅
さ
ん
（
梅
浦
）

が
出
場
し
、
チ
ー
ム
は
予
選
リ
ー
グ

を
1
位
で
通
過
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
も
勝
ち
進
み
、
決
勝
に
進
み

ま
し
た
。
決
勝
で
は
長
野
の
チ
ー
ム

に
1
対
2
と
惜
し
く
も
破
れ
ま
し
た

が
、
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
金
を
受
け
て

「
乙
坂
自
治
会
館
」完
成

２
０
１
５
全
日
本
綱
引
選
手
権
大
会
に

越
前
町
の
選
手
が
出
場

▲ポスター部門「幸若太鼓」
西川嘉夫さん

▲写真部門  「異国の祭楽しむ」
　坂井佳代子さん

《越前町長賞受賞作品》

　

2
月
24
日
、
今
年
か
ら
、
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
の
福
井
ミ
ラ
ク
ル

エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
に
入
団
し
た
丹
生
高
校
出
身
の
田
中
優
貴
投

手（
21
）が
入
団
あ
い
さ
つ
に
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

田
中
投
手
は
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
ド
ラ
フ
ト
の
地
元
枠
で
入
団

し
、
最
速
１
４
５
キ
ロ
の
直
球
と
多
彩
な
変
化
球
が
持
ち
味

で
す
。
丹
生
高
校
時
代
に
は
、
2
年
生
の
秋
の
県
大
会
で
大

会
最
多
奪
三
振
記
録
を
更
新
す
る
64
奪
三
振
を
マ
ー
ク
し
、

卒
業
後
は
三
菱
自
動
車
岡
崎
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　

田
中
投
手
は
、「
今
後
は
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
で
活
躍
し
、
Ｎ
Ｐ

Ｂ
入
り
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
、
内
藤
町
長
も
「
プ
レ
ー

を
見
る
の
が
楽
し
み
。
地
元
の
選
手
が

い
る
と
町
民
も
応
援
し
た
く
な
る
と
思

う
の
で
、
頑
張
っ
て
欲
し
い
。」
と
固

く
握
手
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。
今
後

の
、
田
中
投
手
の
活
躍
に
期
待
し
ま

し
ょ
う
。

福
井
ミ
ラ
ク
ル
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
に

田
中
優
貴
さ
ん（
丹
生
高
校
出
身
）が
入
団

　

第
8
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
の
入
賞
者
が
、
応
募
総
数

１
７
２
点
の
中
か
ら
山
本
順
也
さ
ん

（
鯖
江
市
）
の
「
茜
色
に
染
ま
る
越

前
海
岸
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

グ
ラ
ン
プ
リ　
　
　
　
　
　

山
本　

順
也
（
鯖
江
市
）

最
優
秀
賞

　

写
真
部
門　
　
　
　
　
　

大
谷　

繁
一
（
坂
井
市
）

　

ポ
ス
タ
ー
部
門　
　
　
　

大
坂　

茂
男
（
石
川
県
白
山
市
）

優
秀
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

写
真
部
門　
　
　
　
　
　

長
谷
川
礼
子
（
鯖
江
市
）

　

ポ
ス
タ
ー
部
門　
　
　
　

坂
井　

敬
治
（
福
井
市
）

越
前
町
長
賞　
　
　
　
　
　

吉
川　

悦
郎
（
坂
井
市
）

越
前
町
観
光
連
盟
賞　
　
　

片
岡　

修
一
（
越
前
市
）

越
前
町
商
工
会
賞　
　
　
　

高
橋　

正
治
（
越
前
町
）

越
前
町
朝
日
観
光
協
会
賞　

桑
原　

達
夫
（
滋
賀
県
彦
根
市
）

越
前
町
宮
崎
観
光
協
会
賞　

田
中　

和
昭
（
福
井
市
）

越
前
町
観
光
協
会
賞　
　
　
岡
崎
彦
左
エ
門
（
福
井
市
）

織
田
観
光
協
会
賞　
　
　
　

堀
川
あ
け
み
（
福
井
市
）

福
井
県
観
光
連
盟
賞　
　
　

室
田　
　

昇
（
鯖
江
市
）

福
井
県
カ
メ
ラ
商
組
合
賞　

小
林　

利
秋
（
福
井
市
）

福
井
新
聞
社
賞　
　
　
　
　

平
池　

雅
信
（
鯖
江
市
）

丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
賞　

嵐　
　

清
市
（
越
前
町
）

入
選

　

長　
　

武
彦（
福
井
市
）　

鈴
木　

薫
己
（
鯖
江
市
）

　

前
田　

繁
雄（
福
井
市
）　

髙
橋　

豊
子
（
鯖
江
市
）

Facebook

賞　
　
　
　
　

田
中　
　

彩
（
広
島
県
広
島
市
）

第
8
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
選
者
発
表

　なお、この事業は宝くじの社会貢献広報の一環とし
て、（財）自治総合センターが行っているものです。
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新しい区長の皆さんです。新しい区長の皆さんです。
よろしくお願いします。よろしくお願いします。

町と町民の皆さんを結ぶ架け橋になっていただく平成27年の区長が決まりました。
各地区の区長は次の皆さんです。（敬称略）

朝日地区
地区会長 坪　川　和　夫
地区副会長 爲　國　藤　治
地区副会長 中　上　弘　一

区　 名 区　長　名
西 田 中 坪　川　和　夫
内　 郡 竹　内　英　樹
朝　 日 吉　田　龍　雄
上 川 去 月　田　善　尋
春　 日 久　保　吉　男
岩　 開 三　村　克　弥
佐 々 生 尾　崎　哲　二
宇　 田 髙　田　清　貴
気 比 庄 前　原　貞　一
田　 中 塩　屋　輝　明
市 橋　本　敏　夫

乙　 坂 千　秋　秀　樹
栃　 川 川　端　　　修
天　 王 佐々木　正　純
宝 泉 寺 城　戸　幸　一
金　 谷 吉　田　正　志
青　 野 荒　木　博　文
頭　 谷 古　川　　　勉
茱　 原 爲　國　藤　治
境　 野 山　口　賢　治
横　 山 五　島　義　信
牛　 越 井　上　幸　男
野　 末 松　山　哲　治
大　 畑 藤　﨑　嘉　文
小　 倉 渡　邉　清　一
葛　 野 漆　﨑　　　順
野　 田 月　田　好　孝
下 糸 生 重　山　広　由
脇 渡　邉　久　志

大 谷 寺 水　島　憲　若
中　 野 中　上　弘　一
上 糸 生 松　村　紀　一
大　 玉 上　山　石　雄
清　 水 渡　辺　　　治
森 渡　邉　俊　之

杖　 立 松　島　孝　恵
小　 川 野　村　祐一郎
真　 木 藤　木　彌太郎
天　 谷 柴　田　孝　男

宮崎地区
地区会長 武　藤　吉　明
地区副会長 片　山　英　之
地区副会長 河　合　敏　明

区　 名 区　長　名
熊 谷 北　野　久　治
古 屋 水　上　哲　男
増 谷 上　野　健　一
小曽原大区長 山　内　一　彦
小曽原第1 山　内　康　充
小曽原第2 木　原　峰　範
小曽原第3 森　　　藤　定
江波大区長 片　山　英　之
江波第1 岡　下　信　一
江波第2 大　西　司　佐
江波第3 小　松　和　弘
広 野 谷　口　貞　之
蚊 谷 寺 武　田　和　哲
樫津大区長 武　藤　吉　明
樫津第1 渡　辺　里　美
樫津第2 近　藤　茂　雄
八田新保 武　藤　幹　雄
舟 場 清　水　嘉津之
八 田 河　合　敏　明
陶の谷大区長 黒　田　市　村
円 満 河　端　宏　幸
上 野 黒　田　市　村
野 髙　原　　　孝

宇 須 尾 青　山　博　志
大 谷 佐　藤　精一郎
蝉 口 田　中　眞　一
寺 山　田　誠一郎

越前地区
地区会長 高　橋　政　嘉
地区副会長 岩　本　　　勉
地区副会長 別　司　正　晴

区　 名 区　長　名
玉　 川 桝　谷　桝　一
血 ヶ 平 山　下　恒　和
左　 右 小刀称　治　一
梨子ヶ平 川　岸　善　和
梅　 浦 橋　本　一　志
上　 瀬 江ノ畑　一　郎
中　 筋 中　村　敏　朗
下　 側 笠　原　幸子郎
上　 側 山　下　正　美
鷺　 崎 青　柳　隆　治
宿 枝　中　俊　行

新　 保 髙　村　邦　裕
城 ヶ 谷 森　川　敏　治
小　 樟 大　間　憲　之
大　 樟 岩　本　　　勉
道　 口 木　下　茂　強
厨 別　司　正　晴

茂　 原 高　橋　政　嘉
白　 浜 山　下　喜代志
高　 佐 仲　間　一　石
米　 ノ 森　　　利　彦
午房ヶ平 嶽　　　　　茂
六 呂 師 石　田　和　也

織田地区
地区会長 佐々木　勝　行
地区副会長 中　西　　　彰
地区副会長 山　下　和　雄

区　 名 区　長　名
織田大区 島　田　満　雄
鎌　 坂 駒　野　修　治
北 嶋　津　伍兵衞
東 福　岡　誠一郎

高　 橋 駒　野　正　憲
辻 小　辻　愼　一

馬　 場 水　田　義　廣
上　 野 矢田部　　　寛
寺　 家 森　下　義　昭
杉 の 花 和　田　弘　美
市　 場 杉　本　　　守
堤 小　柳　義　夫

平　 等 平　沢　藤　德
下 河 原 友　廣　良　和
矢　 倉 奥　田　芳　文
中 水　島　和　彦

大 王 丸 毛　利　康　裕
三　 崎 佐々木　秀　雄
打　 越 谷　口　雅　信
四 ツ 杉 向　　　孝　男
下 山 中 中　西　　　彰
上 山 中 林　　　　　 泰
細　 野 渡　邉　幸　雄
岩　 倉 佐々木　勝　行
笹　 川 渡　辺　哲　男
桜　 谷 伊　藤　和　男
山　 田 石　田　志　信
赤 井 谷 森　川　幸　夫
入　 尾 佐々木　佐　内
笈　 松 佐々木   　　嵩
萩野の里 藤　澤　正　雄
脇　 谷 菅　原　淸　輝
丸　 山 森　川　春　治
西 ケ 丘 眞　木　豊　和
上　 戸 山　下　和　雄

　

平
成
27
年
1
月
3
日
以
降
に
、
県
内
の
他
市
町
へ

住
所
を
移
し
た
人
（
1
回
に
限
る
）
が
福
井
県
知
事

選
挙
お
よ
び
福
井
県
議
会
議
員
選
挙
で
投
票
す
る
場

合
は
、「
同
一
県
内
居
住
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

　

証
明
書
は
、
県
内
ど
の
市
町
で
も
発
行
が
可
能
で

す
。
越
前
町
で
の
証
明
書
発
行
時
間
な
ど
、
詳
し
く

は
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

投
票
の
際
に
は
、
お
手
続
き
の
う
え
、
証
明
書
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
人
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・
県
外
に
転
出
さ
れ
た
人

・
投
票
日
ま
で
に
住
所
を
2
回
以
上
変
更
（
転
出
）

さ
れ
た
人

問
合
せ
先　

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
０
０

統
一
地
方
選
挙
の
お
知
ら
せ

同
一
県
内
居
住
証
明
書
に
つ
い
て

保育所の利用方法が一部変更になりました

支給認定

保育所を利用できる時間

　平成27年4月1日から、子ども・子育て支援制度が新たに開始され、保育所などへ入所の際には、支給認
定を受ける必要があります。また、保育の必要性に応じて保育の利用時間が「保育標準時間」と「保育短時
間」の2種類に分かれます。

●年齢や保育の必要性に応じて1号、2号、3号の認定がされています。

●保育の必要性に応じて保育を利用できる時間が2種類に分かれます。

※1号認定の人は、原則幼稚園または認定こども園を利用することとなっておりますが、越前町には該当施設がないことから、
1号認定の人でも保育所に入所することができます。

年　　齢 保育の必要性 教育・保育時間 利用できる施設

1号認定 満3歳以上 なし
（教育を希望）

教育標準時間
（4時間利用）

・幼稚園
・認定こども園（幼稚園部分）

2号認定 満3歳以上 あり 保育標準時間
保育短時間

・保育所
・認定こども園（保育所部分）

3号認定 3歳未満 あり 保育標準時間
保育短時間

・保育所
・認定こども園

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

利用可能な保育時間帯（11時間）

保育標準時間

延長保育
1か月あたり
120時間以上の
就労など

7：00

8：30

18：00

利用可能な保育時間帯（8時間）

8時30分～16時30分までの8時間
※時間外の利用には原則延長保育料がかかります。　　※延長保育の実施は施設により異なります。

保育短時間

延長保育

越前町では
1か月あたり
48時間以上
120時間未満の
就労などが保育
短時間に該当
します。

延長保育 延長保育

16：30
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鯖江葬斎場予約時間が変更になりました

越前町子ども・子育て支援事業計画書答申

　　　　　　　  子育て支援情報誌を新しく発刊しました

　鯖江葬斎場の円滑な運営のため、平成27年4月1日から、火葬予約時間を下記のとおり変更しました。
　火葬に不行き届きがないよう対応していますので、時間をお守り頂くようお願いします。

　越前町では「第2次えちぜんっ子育成支援総合計画」を引き継ぎ、平成27年4月から施行される子ども・子
育て支援法に基づき、計画を策定しました。（計画期間は平成27年度から平成31年度までの5年間）
　越前町子ども・子育て会議は平成25年度から5回実施し、
平成25年度は保護者ニーズの把握を目的として0歳から小学
6年生までの全ての保護者を対象にアンケート調査を行いまし
た。平成26年度にはアンケート調査の結果をふまえ、現状と
課題、今後の方向性について協議を重ね、パブリックコメン
トによる意見を聴取しました。
　計画は「みんなで子どもとともに育つ　あたたかいまち」
を基本理念として策定され、このほど、仁愛女子短期大学　
準教授　青井夕貴会長から町長に提出されました。

　子育て支援情報誌は赤ちゃんから、小学生までの越前町の子育て支
援の情報が満載です。
　役場および各コミュニティセンター、各児童館、子育て支援セン
ター、保育所にありますので、希望する人は、ご自由にお持ち帰りく
ださい。また、赤ちゃんが生まれた人には、保健師の赤ちゃん訪問の
ときに配布します。

区　　　　分 火葬予約時間（斎場到着時間） 火　葬　対　象

一　般　火　葬

午前10時30分

大　　　人

小　　　人

死 産 児

身体の一部

午前11時00分

午前11時30分

午後 0時00分

午後 0時30分

午後 1時50分

午後 2時20分

午後 2時50分

特　別　火　葬
午前 9時20分 死産児および

身体の一部に限る午後 3時20分

問合せ先　鯖江広域衛生施設組合 管理課　☎51‒2406　FAX 51‒4685

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

　　　　　　　

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
お
け
る
均
等
割
額
の
5
割
軽

減
お
よ
び
2
割
軽
減
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
に
当
該
軽
減

を
受
け
て
い
た
世
帯
が
、
生
活
水
準
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
平

成
27
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
当
該
軽
減
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
の
保
険
料
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
所
得
判
定
基
準
が
次
の
内
容
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

●
5
割
軽
減

　

世
帯
主
お
よ
び
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
額（
33
万
円
）
＋
被
保
険
者
数
×

26
万
円（
※
従
来
は
24
．5
万
円
）以
下
の
場
合

●
2
割
軽
減

　

世
帯
主
お
よ
び
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
額（
33
万
円
）
＋
被
保
険
者
数
×

47
万
円（
※
従
来
は
45
万
円
）以
下
の
場
合

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
措
置

に
係
る
所
得
判
定
基
準
を
見
直
し
ま
す

鯖江クリーンセンターからのお知らせ
平成26年度のダイオキシン類測定結果は、次のとおり排出ガス、土壌とも国の基準を大幅に下回っています。

【鯖江クリーンセンターからのお願い】
・持ち込んだ物は各自で荷降ろししてください。その際は、お手伝いさせていただきます。
・ごみを持ち込む際は、車の荷台にロープやシートを掛け、落下や飛散に注意してください。
・環境にやさしく、施設を安全に使用していくため、燃えるごみ、燃えないごみ、大型ごみなどの分別は正
しく行ってください。

1ng（ナノグラム）=10億分の1g

■排ガス 単位：ng-TEQ/Nm3

種　　類
測定日および測定結果

国の基準平成26年
7月23日

平成26年
12月24日

Ａ系焼却炉 0.087 0.047 
5

Ｂ系焼却炉 0.270 0.400 

■土壌 単位：pg-TEQ/Nm3

調査場所
測定日および測定結果

国の基準
平成26年10月29日

鯖江市吉江第一公園 0.360 1,000

1pg（ピコグラム）=1兆分の1g

問合せ先　鯖江クリーンセンター　☎51‒2310
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越前町のスポーツ振興に係る各種補助金をご利用ください

【対 象 者】　①越前町に住所を有する人。
　　　　　　②大会で登録した選手および、監督、コーチ。

【対象大会】　①県大会等の予選会を通過し、出場する北信越
以上の大会。

　　　　　　②県以上の競技団体で推薦され、代表として出
場する北信越以上の大会。

【対 象 者】　選手または県内企業

【対象事業】　①U I J ターン定住促進事業（選手が、県外か
ら越前町に転居した場合）

　　　　　　②U I J ターン就職支援事業（県内企業が、選
手を正規雇用者として採用した場合）

【対象選手】　①越前町に住所を有する人。
　　　　　　②転入日から5年以上越前町に居住する意思の

ある人。
　　　　　　③県内企業で正規雇用者として雇用契約日から

5年以上勤務する意思のある人。
　　　　　　④過去3年以内に、オリンピック等の世界大会、

国民体育大会等の全国的スポーツ競技会およ
びこれらに準ずる大会のいずれかに登録選手

【補助金の額】
　①国内大会の場合　※国外大会は別に定める。
　・スポーツ少年団および、その他の児童、生徒

選　手： 交通費および宿泊費の実費分。
監督等： 交通費および宿泊費の1/2（1人10,000円を上限）

　・社会人
選　手： 交通費および宿泊費の1/2（1人10,000円を上限）
監督等： 交通費および宿泊費の1/2（1人10,000円を上限）

　　※宿泊費は1泊8,000円を上限

又は監督・コーチとして出場し、今年度以降
も出場する予定の人。

【補助金の額】
　①U I J ターン定住促進事業
　・個人を対象とする

支度金： 50,000円
 （転居に係る費用を、1人に1回補助）
居住費： 家賃の1/2
 （30,000円 /月を上限とし、12か月分補助）

　②U I J ターン就職支援事業　　
　・企業を対象とする

法定福利費：企業が負担する法定福利費（一部）の1/2
　　　　　  （採用初年度のみ補助）

詳しくはスポーツ振興課までお問い合わせください。
問合せ先　スポーツ振興課　☎34－8730

問合せ先　スポーツ振興課　☎34－8730

5名以上の団体・グループで
ご加入ください。

5名以上の団体・グループで
ご加入ください。

越前町スポーツ振興補助金

越前町トップアスリートU I J ターン支援事業補助金電池の寿命は約10年です。

電池切れに
注意してください

定期的にお手入れを
しましょう

電池が切れると作動しなくなります。
定期的に点検ボタンを押したり、点検用のヒモを引くなどして作動確認
を行いましょう。

内部にホコリなどが入ると誤作動を起こすことがあります。
定期的に掃除を行ってください。

※電池の寿命および掃除方法は機種によって異なるので取扱説明書をご確認ください。

住宅用火災警報器の作動確認とお手入れをお願いします！！住宅用火災警報器の作動確認とお手入れをお願いします！！

鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎３６‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119

問合せ先

鯖江・丹生消防組合ホームページ　http://www.fd-sabaenyu.jp/

・ 喫煙後は、必ず火を消し、ポイ捨てはしない

・ バーベキューなど火気を使用する際は、
 周囲の可燃物の状況に十分注意し、離れる時は完全に火を消す

・ 各自のゴミは、指定された場所に捨てるか持ち帰る

・ 強風注意報や乾燥注意報などが発表されている場合は火気を使用しない

農作業標準料金のお知らせ
　平成27年度の越前町農作業（稲作）標準料金は次のとおりです。農作業標準料金は、農作業の受委託契
約を結ぶにあたって目安となるよう定められたもので、毎年見直しを行います。料金表を参考に、地形・圃
場条件などにより、当事者間で話し合いにより決定してください。

（単位：10a当り）

問合せ先　農林水産課　☎34‒8704

作業区分  標準料金（円） 適　　　　要
耕　起 6,500 耕うん1回がけ
代かき 7,500 耕うん2回がけ
田植機

（側条施肥機） 8,000 苗代および肥料代含まない

コンバイン 15,600 生産物の運搬含まない
＊標準料金に消費税は含まれておりません。

圃場条件 標準料金指針
おおむね30a以上 標準料金適用
おおむね30a未満 標準料金に5％加算
おおむね20a未満 標準料金に10％加算
おおむね10a未満 標準料金に10～30％加算

3月15日に春の火災予防運動3月15日に春の火災予防運動
の一環として、の一環として、林野火災を想定林野火災を想定
とした火災防ぎょとした火災防ぎょ訓練を織田地訓練を織田地
区中周辺の山林で行いました。区中周辺の山林で行いました。

次のことに
注意しましょう。

林野火災を防ごう！林野火災を防ごう！
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～みんなでつくる地域コミュニティ～～みんなでつくる地域コミュニティ～

朝日地域コミュニティ運営委員会　☎34－7771問合せ先

織田地域コミュニティ運営委員会　☎36－1111問合せ先

宮崎・越前地域コミュニティ運営委員会

朝日地域コミュニティ運営委員会　（愛称「e－とこ朝日」）

織田地域コミュニティ運営委員会

　合併10周年を迎え、地域間の交流を更
に深めようと、宮崎と越前の地域コミュ
ニティ運営委員会で交流事業を開きまし
た。1月には、宮崎地域コミュニティの「越
前焼体験講座」を越前地区で、3月には越
前地域コミュニティの「魚のさばき方教
室」を宮崎地区で開催し、各運営委員会メンバーらが講師を務めま
した。それぞれの地区の宝である越前焼や魚を、これからも「越前
町の宝」として愛着と誇りをもって守っていきたいですね。

　3月1日、朝日コミュニティセンターで、「おひな
まつり」を開催しました。参加した115人の子ど
もたちは、ペットボトルで作った愛らしいお雛さま
を飾り、ペットボトルボーリングやあさりんスマー
トボールなどを楽しみました。また、みんなで「妖
怪体操」を踊ったり、お菓子のつかみどりをするな
どして、とても盛り上がりました。 
（この日の模様は、eーとこ朝日のホームページで
もご覧いただけます。）

　3月8日、織田コミュニティセンターで、「阿んま屋」社長の
森嵜文和さんを講師に迎えて行いました。30人の参加者たちは、
春を感じさせるイチゴ大福や練り切り
のさくらとウグイスを完成させ、大満
足のようでした。イチゴ大福は家でも
作ることができるので、これを機会に
ぜひ皆さんにも挑戦してほしいです。

地域コミュニティ間交流

おひなまつり

和菓子作り教室

宮崎地域コミュニティ運営委員会　☎32－7710
越前地域コミュニティ運営委員会　☎37－7710

問合せ先

一般社団法人

越前町観光連盟会員募集
のご案内

　4月1日に、越前町内観光協会を一本化し、一般社団法人越前町観光連盟が設立されました。
　今後は海・土・里に育まれた豊かな自然、伝統工芸、特産品などの観光資源を最大限に活用し、あらゆる
事業を展開することにより、交流人口の増加および観光業の活性化を図りたいと考えています。
　当連盟の目的をご理解いただき、ぜひご入会ください。

【概　要】

【入会のメリット】

【申込・問合せ先】

【会　費】

【入会方法】

名　　　称 一般社団法人　越前町観光連盟

事　務　所 福井県丹生郡越前町厨71-335-1

設立年月日 平成27年4月1日

目　　　的 越前町における観光業の健全な発展と活性化に資すること

主 な 事 業

国内および国外の観光宣伝並びに観光客誘致促進、観光施設と環境の整備改善、観
光事業従事者の資質向上、観光事業に関する調査研究、観光情報の収集および提供、
観光概念の普及啓発、観光関係行政・諸機関・まちづくり団体との連携、旅行業法に
基づく旅行業、その他当法人の目的を達成するために必要な事業

１. 会員様の情報を（一社）越前町観光連盟ホームページ・パンフレットなどに掲載し、全国に発信します。
２. PR用パンフレットなどを連盟の窓口および町内観光施設、県内外主要観光関係施設に設置・配布します。
３. 観光物産展・観光キャンペーン情報を紹介します。
４. イベント出店に関する案内をします。
５. （一社）越前町観光連盟ホームページへの会員様情報掲載をリンクします。
６. 観光キャンペーンにてパンフレットの配布などの宣伝を行います。
７. 観光者からの問い合わせに優先してご案内します。
８. 会員様間のご紹介を行い商業取引の機会を創出します。

越前町観光連盟（道の駅「越前」内） 
☎37‒1234　FAX37‒1805
〒916‒0422
丹生郡越前町厨71‒335‒1

第1次募集

平成27年
4月17日（金）まで

正会員
法人会員 年間 10,000円×2口以上【注1】

個人会員 年間 10,000円×1口以上

賛　助　会　員 年間  3,000円
※注1…会員１社が複数施設を有している場合は、
　　　　2施設目より1施設につき10,000円を加算するものとします。

　規定の入会申込書に必要事項をご記入・押印の上、お申し込み
ください。
　入会申込書は、越前町観光連盟事務所にてお渡ししております。
または、越前町HP、越前町観光HP「えちぜんなび」よりダウン
ロードしてご利用ください。

4月1日 発足
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国際交流室から一言国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...
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越前町国際交流協会事務局　☎34 ｰ 8713問合せ先

Vol. 106

♪ワールドキッチン in越前町
～越前の調理室から世界の香りがする～ を開催しました♪

♪平成26年度オーストラリア国際交流派遣事業♪

タイ料理グループ「トムヤムクン」

ホストファミリーサミット

出発式（越前町役場別館）

　3月1日、越前町生涯学習センターで、町内に居住している外国出身の
人などを講師に招き、約40人の参加者と一緒に、出身国の料理を作りまし
た。タイ、米国、中国、ロシア、フィリピンの5つのグループに分かれ、ボル
シチ（ロシア）や水餃子（中国）など、あわせて7種類のメニューを作りまし
た。「世界の香りがする」のテーマのとおり、会場の調理室はココナツやチ
リ、香草など、多彩な香りに包まれました。
　また、過去3年間に留学生を受け入れたホストファミリーが参加する
「ホストファミリーサミット」も同時に開かれ、ホームステイを受け入れ
て良かったことや、大変だったこと、今後の課題などを話し合いました。
今年も7月に米国モンテバロ市からの留学生を受け入れる予定ですので、
今回の意見をもとに、より実のある交流につなげたいと思います。
　後半は交流会を行い、当日参加した約70人が世界の料理を試食しなが
ら、講師の母国語を話してみたり、クイズに答えたりして、会話を楽しみ
ました。講師の皆さんがいきいきと、料理やクイズの答えを解説されてい
たのが印象的でした。

　3月13日から3月25日までの13日間、町内中学校の生徒16人と
引率者3人が、友好交流校である豪州アデレードヒルズのバード
ウッド高校を訪問しました。
　3月3日には越前町役場別館で出発式が行われ、派遣生徒代表の
品野愛海さん（織田中学校）は、「現地の人とたくさん交流し、たくさ
んのことを学びたい」と意気込みを述べました。
　交流の様子について、広報5月号でご紹介します。

平成26年度 工事等発注一覧（250万円以上） 2月16日～3月15日
工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主 管 課

平成26年度町道気比庄・田中線道路改良工事（その１） 6,944,400 円 西田中建設㈱ 建 設 課
平成26年度町道気比庄・田中線道路改良工事（その２） 7,182,000 円 ㈱丸安建設 建 設 課

平成26年度町道気比庄・田中線道路改良工事（その３） 3,121,200 円 ㈱キハラコーポレーション
丹生営業所 建 設 課

平成26年度公共下水道事業気比庄地区管路布設工事（その１） 10,476,000 円 ㈱丸安建設 上下水道課
平成26年度公共下水道事業気比庄地区管路布設工事（その２） 11,340,000 円 丹南開発㈱ 上下水道課
平成26年度気比庄地区給配水管布設工事（その１） 8,326,800 円 ㈱丸安建設 上下水道課
平成26年度気比庄地区給配水管布設工事（その２） 9,655,200 円 丹南開発㈱ 上下水道課
平成26年度都市再生整備計画事業道路築造工事（その４） 5,356,800 円 西田中建設㈱ 住宅政策室
平成26年度都市再生整備計画事業道路築造工事（その５） 4,752,000 円 ㈱丸安建設 住宅政策室
平成26年度越前町織田保健福祉センター改修工事 10,411,200 円 オタ建設㈱ 保健衛生課

内　

容　

木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
や
本
立
て
作
り

日　

時　

4
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
（
9
時
30
分
か
ら
受
付
開
始
）

場　

所　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜　

も
り
の
学
び
舎

参
加
料　

一
人　

８
０
０
円
（
昼
食
付
：
悠
久
十
割
そ
ば
）

定　

員　

親
子
で
40
人
（
予
約
制
）

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜　

事
務
局　

☎
３
６‒

２
０
５
０

「
親
子
で
木
工
教
室
」 
を
開
催
し
ま
す
！！

日　
　

時　

4
月
19
日（
日
）

　

集
合　

午
前
7
時
45
分　

ス
タ
ー
ト　

午
前
8
時
15
分
〜

場　
　

所

　

ゴ
ー
ル
ド
福
井
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ（
旧
丹
生
カ
ン
ト
リ
ー
）

　

福
井
市
上
天
下
１‒

１　

☎
０
７
７
６‒

９
８‒

４
１
０
０

参
加
費　

１
２
，８
０
０
円

申
込
締
切　

4
月
13
日（
月
）

　

詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

越
前
町
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局　

担
当　

宮
崎
敏
郎

　

☎
０
９
０‒

８
２
６
１‒

１
４
１
４

越
前
町
民
春
季
ゴ
ル
フ
大
会

（
越
前
町
長
杯
）参
加
者
募
集

学ぼう 話そう 手話教室　受講者募集

日　　時　6月9日～12月22日
　　　　　（計28回）
　　　　　※休講日… 9月22日
　　　　　毎週火曜日
　　　　　午後7時00分～ 9時00分

場　　所　越前町生涯学習センター

対 象 者 聴覚障がい者の福祉に理解と熱意を
持ち、受講後は手話活動が可能な人
（高校生以上）

定　　員　30人

受 講 料　無料（但し、テキスト代 3,240円負担）

実施内容　入門実技25講座、講義3講座

平成27年度越前町手話奉仕員養成講座入門課程
　聴覚障がい者の生活および関連する福祉制度などについて理解と認識を深めるとともに、
手話で日常会話を行うために必要な技術を習得することを目的とした、手話教室（手話奉
仕員養成講座）を開催します。

申込方法
　福井県聴覚障がい者センターのホームページ
　URL＝ http://fukui-deaf.jp/
※ホームページ右側上から4番目の講習会事
業のタグをクリックしてください。
　手話奉仕員養成講座の申込書を印刷し、住
所、氏名、年齢、電話番号などを記入し、
お申込みください。（FAX、郵送、メール
などでも受付しています。）

※申込書は越前町役場にもあります。

申込期限　5月26日（火）
※申込が多数の場合は抽選し、
　受講決定はハガキでお知らせします。

申込・問合せ先
　〒910‒0026 福井市光陽2丁目3‒22
　県社会福祉センター2Ｆ　社会福祉法人
　福井県聴覚障がい者協会
　福井県聴覚障がい者センター
　☎0776‒63‒5572　FAX 0776‒63‒6692
　メール : deaf2014fukui@yahoo.co.jp
　越前町役場　福祉課　☎34‒8725

※手話奉仕員の登録資格には入門課程
と基礎課程の受講が必要となります。
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「
デ
ッ
サ
ン　

作
品
の
設
計
図
」

　

県
内
公
共
施
設
に
設
置
す
る
作
品
の
た
め
に
か
か
れ
た

デ
ッ
サ
ン
や
、
色
を
塗
っ
て
絵
画
に
仕
上
げ
た
デ
ッ
サ
ン
な

ど
、
記
念
館
に
残
る
様
々
な
雨
田
光
平
の
デ
ッ
サ
ン
を
展
示

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会　
　

期

　

4
月
1
日（
水
）〜
6
月
28
日（
日
）

開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

会
期
中
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し
、
み
ど
り
の
日
5
月
4
日
は
開
館
し
ま
す
）

　

4
月
30
日（
木
）・
5
月
7
日（
木
）

観
覧
料

　

一　

般　

１
０
０
円

　

団　

体
（
20
名
以
上
）　

80
円　

　

共
通
券
（
と
な
り
の
文
化
歴
史
館
が
見
学
で
き
ま
す
）

　
　
　
　
　

２
０
０
円

※
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。
入
館
の

際
、
受
付
で
年
齢
の
わ
か
る
も
の
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

会
場
・
問
合
せ
先　

雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６‒

２
６
６
６

雨
田
光
平
記
念
館　

春
の
展
示
開
催
の
お
知
ら
せ

日　
　

時　

5
月
10
日（
日
） （
予
備
日
：
5
月
17
日（
日
））

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜

場　
　

所　

織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ン
ド

参
加
資
格

　

町
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
15
歳
以
上
の
人
。

　

た
だ
し
、
学
生
で
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
て
い
る
人
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
。

チ
ー
ム
編
成　

監
督
を
含
む
選
手
10
人
以
上
20
人
以
内

競
技
方
法

　

町
内
4
地
区
の
対
抗
戦
と
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
7
回

戦
で
お
こ
な
い
ま
す
。

参
加
料　

1
チ
ー
ム　

１
，０
０
０
円

申
込
方
法

　

期
限
ま
で
に
所
定
の
参
加
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
は
、
事
務
局
・
各
地
区
問
合
せ
先
に
あ
り
ま
す
。

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

申
込
期
限　

4
月
30
日
（
木
）
必
着

申
込
先　

事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

事
務
局
・
各
地
区
問
合
せ
先

　

越
前
町
軟
式
野
球
協
会
事
務
局

　

高
島
隆
治
（（
有
）佐
々
木
隆
文
堂
内
）

　
☎
０
９
０‒

２
８
３
３‒

２
５
８
７　

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
６‒

０
６
６
０

　

朝
日
地
区　

時
田
典
和　

☎
３
４‒

１
１
１
６

　

宮
崎
地
区　

政
所
瑞
紀　

☎
０
９
０‒

３
２
９
４‒

０
６
８
４

　

越
前
地
区　

京
矢
明
宏　

☎
０
９
０‒

５
６
８
４‒

６
１
４
２

　

織
田
地
区　

宮
崎
一
夫　

☎
０
９
０‒

３
８
８
７‒

４
６
４
４

　

桜
、
ア
ー
ト
、
自
然
が
調
和
す
る
越
前
陶
芸
公
園
で
、
ワ

ク
ワ
ク
を
体
感
し
よ
う
。

　

50
を
越
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ク
ラ
フ
ト
、
フ
ー
ド
店

が
集
結
。
そ
の
他
、
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

日　

時　

4
月
11
日（
土
）、
12
日（
日
）　

10
時
〜
16
時

場　

所　

越
前
陶
芸
村　

第
2
陶
芸
公
園

　
　
　
　
（
し
だ
れ
桜
群
生
エ
リ
ア
周
辺
）

内　

容

11
日（
土
）

　

10
時
〜　

熱
気
球
体
験　

無
料

　
　
　
　
　
（
先
着
１
２
０
人
、9
時
30
分
か
ら
整
理
券
配
布
）

　
　
　
　
　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

11
時
〜　

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ　

Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｓ

　

13
時
〜　
《
Ｗ
ｅ
》
即
興
音
楽
集
団

　

14
時
〜　
《
上
坂
朋
佑
カ
リ
メ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ー
ル
》

12
日（
日
）

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

11
時
〜　

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ　

　
　
　
　
　
　

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
ヴ
ィ
ー
タ

　
　
　
　
　
　

リ
ト
ル
☆
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ

　
　
　
　
　
　

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ

　
　
　
　
　
　
福
工
大
福
井
中
・
高
等
学
校
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

　

13
時
〜　
《
２
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
》

　
　
　
　
　

二
胡
＆
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
＆
ギ
タ
ー
ほ
か

　

14
時
〜　

鯖
江
市
中
央
中
学
校
吹
奏
楽
部

両　

日

　

10
時
〜　

つ
き
た
て
餅
の
ふ
る
ま
い

問
合
せ
先　

越
前
陶
芸
村
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
３
２‒

２
１
７
４

第
10
回
越
前
町
民
軟
式
野
球
大
会
の

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

ワ
ク
ワ
ク
、満
開
。
創
咲
の
春
。

第
5
回
越
前
陶
芸
村
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
開
催

　今年もやってきました！福井ミラクルエレファンツをみんなで応援しよう！
　選手のサインボールの投げ込みやキッズダンス、ヨサコイ演舞、越前町のゆる
キャラかに太郎や福井国体 PRマスコットのはぴりゅう兄弟もやってきます。
　さらに今年から越前町在住で、丹生高校野球部出身の田中優貴投手 21歳（背番
号18）が入団しました。どんな投球をするのか目が放せません！
　また、当日観戦チケットを町民対象に先着200人にお配りしますので、希望す
る人はお早めにお申し込みください。
町民の皆さんのたくさんのお越しをお待ちしております。

　試合終了後に福井ミラクルエレファンツの選手を講師に迎えて、
投げる、打つ、捕る、走ることの基本について指導を行います。
また、保護者には正しい練習方法、指導方法をお教えします。

※試合の途中におたのしみ抽選会もあります。

＜観戦チケット情報＞
●日付指定なし　　●全席自由

当日券 ： 大人　1,200円
前売券 ： 大人　1,000円

　※無料観戦チケットあります。

　※小中学生は無料です。

試合前アトラクション・
セレモニー出演団体

キッズダンス
朝日蒼天龍神
朝日幸若乱舞
童謡　わらべ

「越前町の日」今年も熱く開催！！今年も熱く開催！！

試合日時

試合会場

5月30日（土）
12：00開場　13：00試合開始　（雨天中止）

丹南総合公園野球場（越前市余田町50-4-1）

試合日時 5 30 （土）

福井ミラクルエレファンツ VS 石川ミリオンスターズ福井ミラクルエレファンツ VS 石川ミリオンスターズ
（ホームゲーム）（ホームゲーム）

親子ふれあい野球教室親子ふれあい野球教室

球場の外では、
特産品や

エレファンツグッズ
なども販売
しています。

スポーツ振興課　☎34 ｰ 8730　Eメール：sports@town.echizen.lg.jp申込み・問合せ先

公式戦

を応援しよう！！

越前町内の小学生とその保護者

無　料約１０0人

対　　象

参加人数 参 加 費



え
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健
康
な
暮
ら
し
の
た
め
に

これからを見据えリフォームバリアフリー 松村　典子
三角の底辺を来た長い道  武藤　久子

新幹線これからも待つ福井駅 竹内　涼子
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健康保険課　☎34 ｰ 8710問合せ先
●人間ドックをご希望の人は、下記お知らせおよびホーム
ページをご覧いただき、申込みをしてください。

27年度の特定健診・がん検診がいよいよ始まります！27年度の特定健診・がん検診がいよいよ始まります！
平成27年度の特定健診・がん検診申込が3月下旬から開始されています。
勤務先などで健康診断を受ける機会のない人は、年に1回必ず健診を受けましょう。
がん検診は加入している健康保険に関係なく、町の検診を受けることができます。
（但し勤務先でがん検診を実施している場合は、勤務先のがん検診を優先してください）

各世帯に健診申込書を配布
【対象者→申込チラシにお名前の印刷あり】

役場から 締切日までに
健診申込書を
役場へ提出

健診を希望する人は

健診ご案内・
問診票などが
届きます

健診希望日1週間前
までに、役場から

特定健診・がん検診申込の手順

予防接種予防接種ののお知らせお知らせ

高齢者用肺炎球菌予防接種高齢者用肺炎球菌予防接種

下記の対象者に通知します。　～早めに接種しましょう～

風しん予防接種（成人）　平成27年度も引き続き予防接種費用を助成します。

ワ　ク　チ　ン　名 対　　　　象　　　　者

麻しん風しん混合ワクチン（MR2期） 年長児（平成21年4月2日～平成22年4月1日生）

二種混合（ジフテリア・破傷風）混合ワクチン 小学6年生（平成15年4月2日～平成16年4月1日生）

日本脳炎ワクチン（2期） 高校3年生相当（平成9年4月2日～平成10年4月1日生）

対象年齢 生　年　月　日
65歳 昭和25年 4 月 2 日生～昭和26年 4 月 1 日生
70歳 昭和20年 4 月 2 日生～昭和21年 4 月 1 日生
75歳 昭和15年 4 月 2 日生～昭和16年 4 月 1 日生
80歳 昭和10年 4 月 2 日生～昭和11年 4 月 1 日生
85歳 昭和 5 年 4 月 2 日生～昭和 6 年 4 月 1 日生
90歳 大正14年 4 月 2 日生～大正15年 4 月 1 日生
95歳 大正 9 年 4 月 2 日生～大正10年 4 月 1 日生
100歳 大正 4 年 4 月 2 日生～大正 5 年 4 月 1 日生

健康保険課　☎34 ｰ 8710問合せ先 健康保険課　☎34 ｰ 8710問合せ先

接 種 期 間

指定医療機関

指定地域以外で予防接種を受けたい人

対 象 年 齢

平成27年4月1日～平成28年3月31日

丹南5市町の指定医療機関
（越前市、鯖江市、池田町、南越前町、越前町）

入院・入所で丹南5市町で受けることができない人は、健康保険課までご連絡をお願いします。

１. 平成27年度中に、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる人
　  •過去に、肺炎球菌予防接種を受けたことのある人は、対象になりません。
　  •下記の表で生年月日をご確認ください。
　  対象者には、はがき（接種券）で通知します。
　  ※年度ごとに対象となる人が変わります。下記表の人は、平成27年度のみ対象となります。

２. 60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能の障害またはヒト免疫
　  不全ウィルスによる免疫の機能の障害を有する人で身体障害者手帳1級の人
　  ※２. に該当する人は、申し出が必要です。

接種回数

接種費用

1回

自己負担額　4,000円

接種場所 : 町内の指定医療機関（1週間前に要予約）
　　　　　※県内の広域的予防接種を行う指定医療機関で受けることができます。
　　　　　　詳しくは町のホームページなどでご確認ください。

持 ち 物 : 予診票、母子健康手帳　　　　　費　用 : 無料

3月下旬：越前、織田地区
4月中旬：朝日、宮崎地区

越前町国民健康保険 後期高齢者医療制度（越前町）

対 象 者
受診日において、30歳以上の越前町国民健
康保険被保険者
※保険税の滞納がある世帯は除く

後期高齢者医療制度（越前町）の被保険者
※保険料の滞納がある人は除く

助成金額 一律28,000円
※ドック受診当日、料金から助成金28,000円を差し引いた額を、医療機関にお支払いください。

定 員 数 125人 3人

申込期限 平成27年12月28日（月）　　※定員になり次第、締め切りとさせていただきます。

受診機関 平成27年4月1日（水）～平成28年3月31日（木）

予約から
受診まで
の流れ　 ※申込みと受診の際には、保険証を忘れずにお持ちください。

助成対象
検査機関

・織田病院（☎36‒1000）
・公立丹南病院（☎51‒2260）
・県民健康センター（☎0776‒98‒8003）
・福井県済生会病院（☎0776‒28‒8513）

・織田病院（☎36‒1000）
・公立丹南病院（☎51‒2260）

受 診
コ ー ス

※織田病院は、1日ドックに乳がん検査、前立腺検査が含まれています。
※公立丹南病院の前立腺検査は、50歳以上の人には無料で実施しています。

注 意 事
項 な ど

・人間ドックを受診した人は、特定健康診査を受診したことになり、同一年度内に特定健康診査を受
診することは出来ません。
・人間ドックの健診結果データを特定健康診査用として越前町に提供していただくことになりますの
で、ご了承ください。
・受診結果について、不安なことや聞きたいことがございましたら、役場の保健師にお尋ねください。

検査機関に
電話で予約

役場から受診
通知書が届く

受診日までに
同意書を役場に提出

検査機関で受診し
個人負担金を支払う

検　査　機　関 1日ドック
1日ドック
＋

大腸検査

1日ドック
＋

前立腺検査

1日ドック
＋

乳がん・子宮がん検査
男 女 男 女 男 女

織　田　病　院 ○ ○ ○ ○
公 立 丹 南 病 院 ○ ○ ○ ○
県民健康センター ○ ○ ○
福井県済生会病院 ○ ○ ○ ○

人間ドックの助成をします！人間ドックの助成をします！
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4月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

◎ 「Jr.＋（ジュニアプラス）」
ピカピカの1年生！
宮崎小学校入学式
【4月25日（土）～5月1日（金）】

◎ 「越前町いきいき情報局」
平成27年度行政組織の変更と
当初予算および重点施策について
【4月4日（土）～4月17日（金）】

 特定健診・がん検診のご案内
【4月18日（土）～5月1日（金）】

※番組は予告なく変更されることがありますので、
　ご了承ください。
問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール：smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL　http://www.t-catv.co.jp

◎ 「丹南のお店情報  みせばん」
おばんざい　こまつ（京料理）
【4月4日（土）～4月10日（金）】

◎ 「丹南歴史探訪～シリーズ地域の文化財～」
天王八坂神社宝物殿
【4月25日（土）～5月1日（金）】

※その他の番組の放送予定は、電話またはホーム
ページでご確認ください。

★2015年・第57回こども読書週間標語「本は  キラキラ  万華鏡」★
　子どもたちにもっと本を、もっと本を読む場所をとの願いから、「こどもの読書週間」が1959年（昭
和34年）に誕生しました。もともとは、5月5日の「こどもの日」を中心とした2週間（5月1日～ 14日）
でしたが、子どもの読書への関心の高まりを受けて、「子ども読書年」である2000年から現在の4月
23日（世界本の日・子ども読書の日）から5月12日まで期間を延長しました。開始当時より、図書館・
書店・学校を中心に、子どもたちに本を手渡すさまざまな行事が行われてきました。
　幼少のときから書物に親しみ、読書の喜びや楽しみを知り、ものごとを正しく判断する力をつけて
おくことが、子どもたちにとってどんなに大切なことか……。子どもに読書を勧めるだけでなく、大
人にとっても子どもの読書の大切さを考えるとき、それが「こどもの読書週間」です。

図書館では、読んでもらいたい絵本を厳選して「よい絵本」の展示を行います。

『くろねこかあさん』………… 東君平作
『14ひきのおつきみ』 いわむらかずお作
『11ぴきのねこ』 ……… 馬場のぼる作
『あのときすきになったよ』 薫くみこ作
『タンゲくん』………………… 片山健作
『ふしぎなたけのこ』……… 松野正子作

『ルラルさんのにわ』…………………………いとうひろし作
『お月さまってどんなあじ？』… マイケル・グレイニエツ作
『かさどろぼう』………………… シビル・ウェッタシンハ作
『ウエズレーの国』……………… ポール・フライシュマン作
など

親子で絵本を読んで、物語の世界を楽しんでください。

福祉課　☎34 ｰ 8725問合せ先

生活リズム改善作戦

その1 カーテンや雨戸を開けて
 朝の光を浴びる。

その3 夕食を早くする。

その5 入眠儀式を見つける。

その2 顔を洗う。

その4 寝る時刻になったら
 テレビと電気を消す。

•脳の中の体内時計は朝の光を浴び
ることでリセットされます。

•寝かせる時刻の2時間前には夕食にしま
しょう。

•子どもにはこれをしたら眠るというお気に入りが
あるはずです。体をトントンしたり、お話など子
どもが安心できる関わりを大切にして、その子に
合った入眠儀式を見つけましょう。

•顔を洗うと交感神経という昼間の活動を支
えてくれる自律神経にスイッチが入ります。

•大人もガマン！きっぱりとテレビを消しましょう。
•暗くなれば自然と「眠る」気分になり、「メラトニン」
という大切なホルモンも出てきます。

　明日から保育所生活が始まるからと昨日まで10時から
寝ていた子どもに8時に寝ようといっても無理というもの。
すっきり目覚めて、心地よい一日をスタートさせましょう。

子育て子育て
アドバイスアドバイス
ko s o d a t e  

a d v i c e

「そうだ、やっぱり早起き早寝＆朝ごはん」より

　言葉や発達がゆっくりだと思われるお子さんを対象に
した個別相談会を実施しています。
　お子さんの特性に合わせた支援を、
こころの先生（心理相談員）と一緒に考
えてみましょう。
　お気軽にご参加ください。

4月14日（火）  午後1時～4時
朝日保健センター

臨床心理士

日　時

場　所

スタッフ
約30分～１時間の個別相談です

無　料

予約制

相談時間

料　金

申込み

●予約制 （匿名でも可）
●相談時間は、一人40分程度 （秘密は厳守します） 健康保険課　☎34 ｰ 8710問合せ先

4月28日（火）  午後1時30分～4時

越前町役場　別館

無　料

千
せん

崎
ざ き

　愛
あい

 さん（臨床心理士）日　時 カウンセラー

場　所

料　金
子どもの発達相談やスクールカウンセラー、大人のストレス
相談まで、幅広い経験をもったカウンセラーが応じます。

「心をいやす相談会」のご案内  

　「眠れない日が続いている」「ひどいストレスを感じている」「人間関係で悩んでいる」「気持ち
が落ち込んでいる」などつらい気持ちを自分ひとりで抱えていませんか？カウンセラーに話をす
ることで、解決の糸口が見つかることもあります。
　お気軽にご相談ください。ご家族の皆さんの相談にも応じます。

★★「発達相談会」のお知らせ「発達相談会」のお知らせ★★

福祉課　☎34 ｰ 8725申込・問合せ先



お
く
や
み

新
し
い
家
族
で
す

実　施　日 場　　所 電話番号
4月は実施しません あ さ が お 保 育 園 34－1110

〃 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

〃 朝 日 西 保 育 所 34－5602

〃 朝 日 北 保 育 所 34－1762

〃 朝 日 南 保 育 所 34－1614

〃 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

4月は実施しません 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 日 午 前 中 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中
（4月6日以降） は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。
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4
月
に
な
り
、
新
し
い
年
度
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。

　

4
月
は
昇
進
、
就
職
、
入
学
な
ど
祝
い
事

の
多
い
月
で
す
。
お
祝
い
事
と
な
れ
ば
魚
は

鯛
。
日
本
で
は
「
め
で
た
い
」
に
か
け
て
鯛

が
珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
鯛
の
中
で
も
最

高
級
の
真
鯛
の
旬
は
4
月
の
桜
が
咲
く
頃
と

さ
れ
て
い
ま
す
。「
桜
鯛
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る

の
は
こ
の
た
め
で
す
。
真
鯛
は
越
前
町
で
も
、

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で

も
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
年
間
約
28
ｔ
の
漁

獲
量
が
あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
食
べ
た
い

と
思
っ
て
も
、
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
る
魚
で

は
な
い
の
で
、
歓
迎
会
な
ど
の
宴
席
に
出
て

く
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
6
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
ま
し
た

が
、
4
月
1
日
か
ら
役
場
の
組
織
が
変
わ
り

ま
し
た
。
特
に
役
場
1
階
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
関
わ
る
部
分
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
の

で
、
し
ば
ら
く
は
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人口と世帯
（3月1日現在）

　

3
月
18
日
に
行
わ
れ
た
、
織
田
小
学
校
の

卒
業
式
で
の
1
コ
マ
で
す
。
6
年
間
通
っ
た

小
学
校
に
別
れ
を
告
げ
る
子
ど
も
達
の
中
に

は
、
寂
し
そ
う
に
し
て
い
る
子
も
い
ま
し
た

が
、
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
み
ん
な
元
気
い
っ

ぱ
い
返
事
を
し
て
、
卒
業
証
書
を
受
け
取
っ

て
い
ま
し
た
。

人　口 22,902人

　男 11,070人
　女 11,832人
世帯数 7,327戸

（前月より49人減）

なかよしひろば（園開放）なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）
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学
Ｍ 

さ
て
、
今
回
は
朝
日
観
音
に
伝
わ
る
貴
重
な
仏
像
を
拝

観
し
ま
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

こ
の
日
を
待
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
！　

以
前
か
ら
、
朝

日
観
音
に
貴
重
な
仏
像
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
の

で
す
が
、な
か
な
か
拝
観
す
る
機
会
が
な
く
て
…

 

学
Ｍ
さ
ん
は
、
ご
覧
に
な
ら
れ
た
こ
と
は
あ
る
の
で
す

か
？

学
Ｍ 

ご
住
職
の
ご
厚
意
で
、
何
度
か
拝
見
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
す
ば
ら
し
い
仏
像
で
す
よ
。
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
。

（
ふ
た
り
は
観
音
堂
の
中
へ
と
入
り
、
厨ず

子し

に
納
め
ら
れ
た
正

観
音
菩
薩
立
像
の
前
で
合
掌
す
る
。）

学
Ｍ 

ど
う
で
す
か
？

Ｅ
子 

お
顔
に
は
知
的
な
品
格
が
あ
り
、
何
と
い
う
か
…
ク
ー

ル
で
す
ね
。

学
Ｍ 

こ
ち
ら
は
、
朝
日
観
音
の
本
尊
で
あ
る
「
正

し
ょ
う

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

」（
写
真
）
で
す
。「
し
ょ
う
か
ん
の
ん
」
の
「
し
ょ

う
」
は
「
聖
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
朝

日
観
音
で
は「
正
観
音
」と
呼
び
慣
わ
し
て
い
ま
す
。

 

昭
和
五
九
年
に
、福
井
県
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
子 

ど
の
よ
う
な
菩
薩
様
な
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

聖
（
正
）
観
音
菩
薩
は
、
観か

ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

の
一
種
で
す
。
観

世
音
菩
薩
は
、
慈
悲
深
く
、
私
た
ち
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを

救く

済さ
い

す
る

存
在
と
し
て
古
く
よ
り
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

Ｅ
子 

日
本
仏
教
史
の
授
業
で
習
っ
た
「
観
音
信
仰
」
の
こ
と

で
す
ね
？

学
Ｍ 

は
い
。
観
音
信
仰
は
飛
鳥
時
代
に
は
日
本
へ
伝
来
し
た

と
さ
れ
、
奈
良
時
代
に
全
国
で
非
常
に
盛
ん
に
な
り
ま

し
た
。

 

観
音
菩
薩
は
、
人
々
を
助
け
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
に
姿

を
変
え
ま
す
。
十
一
面
観
音
・
千
手
観
音
・
如
意
輪
観
音

な
ど
、い
く
つ
か
の
顔
と
手
を
も
つ
姿
の
も
の
は「
変へ

ん

化げ

観
音
」と
呼
ば
れ
、超
人
間
的
な
姿
を
し
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
に
対
し
て
、
私
た
ち
人
間
と
同
じ
よ
う
に
、
ひ
と

つ
の
顔
と
2
本
の
手
を
も
つ
姿
を
「
聖
（
正
）
観
音
」
と

呼
び
ま
す
。

Ｅ
子 

た
し
か
、
泰
澄
大
師
が
感か

ん

得と
く

し
た
「
白
山
三
所
大
権
現
」

の
ひ
と
つ
が
聖（
正
）観
音
菩
薩
で
し
た
ね
。

学
Ｍ 

そ
の
と
お
り
で
す
。
白
山
信
仰
で
は
、
別
山
を
御
神
体

と
す
る
白
山
神
の
本
地
仏
が
聖（
正
）観
音
菩
薩
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

こ
ち
ら
の
正
観
音
菩
薩
立
像
は
、秘
仏
と
聞
い
て
い
ま
す
。

学
Ｍ 

は
い
。
平
素
は
三
十
三
年
に
一
度
の
み
の
拝
観
が
許
さ

れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
平
成
二
十
四
年
に
福
井
県
立

歴
史
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
覧
会
「
泰
澄
ゆ
か

り
の
神
仏
」で
公
開
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
当
町
の
仏
像
ツ
ア
ー
や
文
化
財
め
ぐ
り
な
ど
の

行
事
で
も
、拝
観
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

Ｅ
子 
多
く
の
方
々
が
拝
観
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。

 
私
は
一
目
見
て
、「
大
き
い
な
あ
」
と
感
じ
ま
し
た
。
ど

の
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
な
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

像
高
は
、
二
〇
四
・
七
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
背
丈
よ
り
も
大
き
く
、威
厳
が
あ
り
ま
す
ね
。

Ｅ
子 

県
内
に
は
多
く
の
仏
像
が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
朝

日
観
音
の
仏
像
は
優
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
の
正
観
音
菩
薩
立
像
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
特
徴

が
あ
る
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

そ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
次
回
で
詳
し
く
お
話
し
し
ま

し
ょ
う
。 
（
つ
づ
く
）

　

日
本
に
奈
良
時
代
以
前
の
梵ぼ
ん

鐘し
ょ
うは

一
六
口
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

銘
文
を
も
つ
も
の
は
四
つ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
劔
神
社
の
梵
鐘
は
年
代
的
に
三

番
目
の
古
さ
で
す
が
、
一
二
五
〇
年
近

く
同
じ
地
で
守
り
続
け
ら
れ
た
こ
と
が

分
か
る
点
で
は
全
国
唯
一
の
も
の
に
な

り
ま
す
。
今
回
は
梵
鐘
の
歴
史
を
知
る

と
い
う
意
味
で
、
そ
の
来
歴
を
追
っ
て

み
ま
す
。

　

梵
鐘
が
出
て
く
る
最
古
の
史
料
は
、

劔
神
社
所
蔵
の
『
劔
神
社
古
絵
図
』
で
、

一
五
世
紀
頃
に
栄
華
を
極
め
た
社
寺
の

様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
仁
王

門
を
通
過
し
た
右
手
に
「
鐘
つ
き
堂
」

と
あ
り
、
そ
の
中
に
梵
鐘
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
以
前
と
言
え
ば
平
清
盛
の
焼

き
討
ち
、
息
子
重
盛
の
再
興
な
ど
盛
衰

は
あ
り
ま
し
た
。
と
く
に
信
長
の
時

代
、
天
正
二
年（
一
五
七
四
）の
一
向
一

揆
で
社
殿
は
焼
か
れ
た
あ
と
、
な
か
な

か
復
興
が
進
ま
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

本
社
と
気
比
社
が
ひ
と
つ
の
建
物
と
し

て
仮
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
復
興
が
は
か
ら
れ
ま
し

た
が
、
慶
長
三
年（
一
五
九
八
）の
太た

い

閤こ
う

検け
ん

地ち

に
か
ら
む
騒
動
で
ふ
た
た
び
焼
失

し
、
翌
年
に
西
の
宮
を
移
築
し
て
社
殿

と
し
て
使
用
し
た
こ
と
も
記
録
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
徐
々
に
復
興
が
進
み
、

ふ
た
た
び
鐘

し
ょ
う

楼ろ
う

の
記
載
が
登
場
し
ま
す
。

延え
ん

享き
ょ
う

三
年（
一
七
四
六
）に
は
、本
社
・

護
摩
堂
と
と
も
に
「
鐘
楼
堂
」
が
併
記

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、江
戸
後
期
の『
越
前

国
古
今
名
蹟
考
』「
織
田
境
内
図
」で
は

鐘
楼
が
描
か
れ
、
古こ

鐘し
ょ
うと
記
さ
れ
て
い

ま
す
。奈
良
時
代
の
梵
鐘
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
劔
神
社
に
は
も
う
ひ
と
つ
別

の
梵
鐘
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
）、
古
鐘

の
鋳
造
千
年
を
記
念
し
て
新
鐘
が

つ
く
ら
れ
ま
す
。「
宝
暦
の
鐘
」
で
す
。

一
八
一
六
年
の
境
内
図
の
梵
鐘
が
新

鐘
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
古
鐘
は
神
庫

に
大
事
に
保
管
さ
れ
た
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

そ
の
あ
た
り
は
不
明
な
点
が
多
い

で
す
。
明
治
三
一
年
の
『
劔
神
社
境
内

図
』に
は
境
内
北
東
に
鐘
楼
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
古
鐘
な
の
か
新
鐘
な
の

か
特
定
は
難
し
い
で
す
。
た
だ
、
明
治

三
五
年
に
古
鐘
が
国
宝
に
指
定
さ
れ

た
た
め
、
代
わ
り
に
宝
暦
の
鐘
を
撞
く

よ
う
に
な
っ
た
と
も
言
い
ま
す
。

　

宝
暦
の
鐘
に
関
し
て
は
逸
話
が
あ

り
ま
す
。
昭
和
一
八
年
、
太
平
洋
戦
争

が
激
し
く
な
り
、
当
時
の
政
府
は
金
属

不
足
か
ら
全
国
で
金
属
回
収
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
劔
神
社
は

国
の
命
令
で
宝
暦
の
鐘
を
献
上
し
た

た
め
、現
在
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

梵
鐘
の
来
歴
を
追
い
ま
し
た
が
、
歴

史
の
盛
衰
の
う
ね
り
に
あ
っ
て
、
現
在

も
梵
鐘
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
奇
跡
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
歴
代
の
神
社
関
係

者
を
は
じ
め
、
地
域
の
宝
と
し
て
皆
が

大
事
に
守
っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

織
田
文
化
歴
史
館 

学
芸
員　

堀
大
介

正観音菩薩立像

国
宝
の
梵
鐘
の
謎
を
探
る
3　

劔
神
社
の
ふ
た
つ
の
鐘
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※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

4 ／ 1

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

2
3
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

離
乳
食
教
室

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

4

5

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

6
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

7
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

8
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

9
10
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

11
越
前
陶
芸
村
　
　
　
　
　

し
だ
れ
桜
ま
つ
り

（
越
前
陶
芸
村
）

12
越
前
陶
芸
村
　
　
　
　
　

し
だ
れ
桜
ま
つ
り

（
越
前
陶
芸
村
）

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

13
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

14
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

発
達
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

15
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

16
17
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

18

19

【
休
日
当
番
医
】

整
形
外
科
大
城
医
院

☎
32
-3
50
0

20
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

21
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

 心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

３
歳
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

22
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

23
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

24
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

25

26
結
婚
相
談

13
：
30
～
15
：
30

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
医
院

☎
34
-0
22
0

27
28
無
料
法
律
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

心
を
い
や
す
相
談
会

13
：
30
～
16
：
00

（
越
前
町
役
場
別
館
）

29
昭
和
の
日

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

【
休
日
当
番
医
】

藤
田
医
院

☎
34
-0
04
4

30
5 ／ 1

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

2

（携帯電話用） （スマートフォン用）
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